
担い手育成特定資産事業 活用事例紹介 岩渕 泰成さん（一関市） 

              取材（執筆）担当 一関農業改良普及センター 小森 貴大 

 

 一関市花泉町で令和７年４月に就農された岩渕泰成さんを紹介します。 

 

岩渕さんは、幼い頃から農作業に励む祖父の姿を見て育ちました。その影響もあり、令和６

年度には一関市の新規学卒者等就農促進支援事業を活用して、市内のピーマン農家２戸で１年

間の研修を受け、令和７年４月に認定新規就農者として就農しました。 

 

研修で身に付けた高度な管理技術と経験を活かし、現在はハウス５a、露地15aでピーマンを

栽培しています。将来的にはハウス10a、露地30aの計40aまで規模を拡大する予定です。 

 

安定した生産のためには生育不良となる原因の解消が不可欠です。そこで岩渕さんは、令和

７年度の「新規就農スタートアップ支援事業」を活用し、暗渠排水工事を実施しました。 

「ゼロからのスタートで農地や施設の整備に費用がかさむ中、この事業のおかげで排水対策

に踏み切ることができた。圃場の水はけが良くなったことでピーマンの生育も旺盛になり、こ

れから最盛期を迎えるのが楽しみだ。」と語っていました。 

 

ピーマンを安定的かつ高単収で生産するにはどうすればよいか、岩渕さんは日々模索を続け

ながら、目標とする農業経営の実現を目指しています。今後の一層の活躍が期待されます。 

 

   

      設置した暗渠管が雨水を排水中          管理作業をする岩渕さん 

 


